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学位規則第 5 条第 2 項該当
基礎疾患児における流行性耳下腺炎の予防一一ムンプス及び麻疹・





















M (微研test lot 101) ワクチン接種を行った。
2. 免疫獲得率の検討
ワクチン接種 4 ，......， 6 週後に得られた血清を用いて抗体測定を行い免疫獲得の有無について検討した。
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ムンプスに対する抗体測定は，赤血球凝集抑制 (H 1 )法，中和 (NT) 法， Fluorescent Antibody 
to Membrane Antigen (F AMA) 法で行った。















ムンプスワクチン接種後 1-7年間で，発症者は全回答者430名中 2 名であった。
MRMワクチン接種後 1-3 年間で，発症者は全回答者123名中 2 名(風疹 1 名，ムンプス 1 名)
であった。
3. 免疫獲得率





ムンプスワクチン接種後非発症者において，接種 4-6 週後， 1-2 年後， 2-7 年後の各抗体価
には有意差が認められず， H 1 抗体， NT抗体， FAMA抗体ともその持続は良好であった。
[総括]
1. ムンプス生ワクチン及びMRMワクチンの安全性と有効'性は健康小児において既に報告されている
が，本研究により種々の基礎疾患を有する小児に対しでも十分な管理下において慎重に接種を行って
ゆくなら，特に臨床上問題となる反応もなく免疫獲得が可能で満足すべき予防効果の得られることが
明らかとなった。
2. 本研究において試みたムンプス FAMA法は，自然感染後に比較すると弱いワクチン接種後の免疫
獲得状態を評価するのに有用な方法であると考えられた。
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論文の審査結果の要旨
種々の基礎疾患を有する小児を対象として，十分な管理下においてムンプス及びMRMワクチン接種
を慎重に試み，その効果を比較した。その結果，両者ともこれらの小児に対しでも特に臨床上問題とな
る反応もなく免疫獲得が可能で満足すべき予防効果が得られた。またムンプス抗体の測定には， FAM
A抗体測定法がワクチン接種後の免疫獲得状態を評価するのに有用な方法であることを示した。
以上の研究は，基礎疾患を有する小児の伝染病予防が可能なことを示し，臨床上有意義な研究と考え
られ，学位論文に値すると思われる。
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